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＜連絡事項＞
・10/8（木）9（金）、スタッフのインフルエンザ予防接種予定となっています。
予約していないスタッフは、佐藤志穂さんまで連絡して下さい。

＜時間＞　15：00～16：00
＜接種場所＞　病院4Fユーティリティホール

＜予約方法＞　感染対策管理委員会→インフルエンザ予防接種→★病院職員★

　　　　　　　　①ワクチンの発注・在庫管理の為、予約制とします。

　　　　　　　　②接種希望日を所定のファイルへ入力してください。

　　　　　　　　③予約期日は、10/4（日）です。
＜患者様連絡事項＞
・坂本　福子様～本日10：00青山荘入所のため退院となっています。
・伊藤　雄一様～八戸赤十字病院　循環器内科受診。病名：徐脈性心房細動、ＰＶＤ・心室性期外収縮あり回数が多くなると薬が必要となる事もあるが、今は経過観察とし、ジゴシンの薬効がなくなった頃、再度24時間ホルター心電図と心エコー検査をして最終判断すると説明を受けている。
今後の受診予定　10/27(火）10：30～（ホルター装着）
10/28(水）11：00～（心エコー検査）
11/2（月）検査結果説明
・岡沼　和久様～本日16：30東病棟Bユニットから転入となっています。
・杉澤　恵子様～ハップスター3P、シアノコバラミン点眼薬1本処方となっています。
・井上　和美様～ハップスター2P処方となっています。
・戸賀沢　潔様～便秘時のアローゼン残なく、10回分処方となっています。
・山下　幸子様～不穏時のリスペリドン内用液2mlの残なく、20回分処方となっています。
・松谷　さと子様～ヒアルロン酸点眼薬2本処方となっています。
・坂本　福子様～不眠時エスタゾラム（2）の残なく、10回分処方となっています。

＜週間予定＞
10/5（月）　坂本　福子様　10：00退院
　　　　　　伊藤　雄一様　10：00～日赤受診
10/6（火）　佐々木　淳様　10：00初外来
10/7（水）　リネン交換・布団カバー

　　　　　　乾燥器修理予定
10/8（木）　出河　攻様　　午後から外出、佐々木泌尿器科受診（15：30予約）
坂本　福子様　16：00～初回訪問看護
10/9（金）　下斗米　悟様　13：00～16：00買い物外出
＜要注目患者様＞
・井上　和美様～多弁さは見られていますが、話の切り上げは出来ています。迷惑行為はなく、空笑・独語もみられません。今後も睡眠状況や他者との関り方を観察し他者のトラブルに至らない様に見守りします。

・畑中　成夫様～作業療法参加への不安感を訴え、「1時間だけだとダメですか」と訴えています。体調を観ながら無理をしなくて良い事を説明すると納得され、参加していますが途中退席せず過ごすことは出来ています。振り返りにも「気にしすぎていたのかもしれない」と話しており、表情の硬さはありません。以後も、気分に関する妄想や被害的な発言はなく経過しています。
・滝田　英人様～小声での独語が聞かれていますが、日課は遅れずに参加しており、疎通も良好です。15：00頃から「子供が生まれた」「産婦人科は何処だ」と声高な独語が聞かれ始め、エレベーター前で待つ様子見られていますが、離棟に繋がる行動はありません。今後も精神症状の変化を観察していきます。
・原　吉郎様～ポケットに飴を隠し持っている様子見られており、以前寝ながら食べて危険であったこともあり、その場で食べない際には対応できない事を説明。所持している分をすぐに食べないのであれば預かる事を説明すると、「許して下さい」と訴えながらスタッフへ殴りかかる様子見られています。再度の説明にも、「何でそんな事言うんですか」とスタッフを床に羽交い絞めにする事があり、粗暴行為が見られる状態では本人の希望の対応は出来ない事を説明すると、走って逃げており表情の硬さ見られています。時間を置いて再三対応し、今後の飴の対応は行わない事で渋々了承されています。
＜転入患者様情報＞
　　氏名：岡沼　和久様（おかぬま　かずひさ）様

生年月日：昭和34年6月14日（61）

　　病名：うつ病

　合併症：高血圧

　主治医：田名部Dr.

入院形態：任意入院

(入院までの経過）

 八戸にて出生。高校卒業後は静岡の大学へ入学。3ヶ月程度たった頃、脚の火照りや不眠、食思不良、手の震え出現。一時帰省し、八戸赤十字病院を受診し、バセドウ病の診断を受け服薬開始。その後大学へ戻るが、授業についていけず中退。その後は沼津市内の観光会社の営業等をしていた。

42歳頃、C型肝炎の診断を受け、インターフェロン注射を開始。注射後に高熱が出る事多く休職し、同時期より気分の落ち込みや不安感が見られるようになり、48歳で退職。

50歳頃から保険会社にて営業を担当。3年ほど前に八戸へ転居している。2年前に父親が亡くなってから気分の落ち込みが再燃し、希死念慮も出現。H30年1月さくら病院受診しうつ病の診断を受け、1年4ヶ月程入院。退院後は同保険会社の八戸支店へ勤務していたが、営業成績不振によりプレッシャーが大きく、精神的に負担となっていた。R2年2月退職し、現在は、失業保険と障害年金で生活。さくら病院から処方されている薬の量が多く、同院へ薬剤調整の相談をするが調整してもらえず、知人から転医を勧められ当院へ受診相談あり初診。事前に病棟見学し、症状の改善と薬剤調整目的での入院加療を希望し、R2.9.24東病棟Bユニットへ任意入院となる。
（備考）

・スマートホン使用許可（通話のみ）あり。本人管理、消灯後預かり。
・ドライヤー、電気カミソリ、T字カミソリ、携帯充電、ベルトは詰所預かり。

・洗濯は家族洗濯だが、今後の対応は転出の連絡時に家族へ確認
・作業療法・リハプロ導入済み
・SST未導入
・朝・昼パン食
・入院期間は3ヵ月と説明しており、退院先は自宅の予定。現時点では退院に向けての動きはない。
・不眠時・便秘時の頓服あり。
・売店使用可　5000円/月
